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神経生理研究部門

久保田競 ･松波謙一

三上章充 ･松村道一

研 究 概 要

1) 前頭前野ニューロン活動の行動への関与

久 保 由 競

昨年皮に引き続き,ゴー ･ノーゴー反応を用い

た祝'光弁別逆転学習で,逆転するのに特異的に賦

活されるニューロン活動をみつけたが,その活動

修正に果す役割を明らかにしようとしているOそ

のために,学習が成立していないサル (ゴー反応

のみ.ゴー ･ノーゴー反応のみ学習したもの)の

前頭rlLu野のニューロン活動を記録し,学習未完成

の聞迎い反応のときのニューロン活動を解析して

いる｡

2)前頭前野の機能コラムの研究 ノ

久保田競 ･松村道一 ･沢口俊之

無麻酔または軽い麻酔をしたサルの前頭前野に

以光ファイバーftL極を刺入してニューロン活動を

記録し,柾々の神経伝達物質に対する感受性 ･応

答性をftt気泳動法によって調べる｡又,対側皮質

や祝休MD核の刺激に対する応答から,組紙学的

に次節に明らかにされつつあるコラム構造との対

応を調べる｡

3) 的頭前野と皮質下構造との結合様式の解明

久保田競 ･有国富夫

ll'u軌泊野との間に結合を持っている皮質下構造

(祝抹MI)核 .尾状核等)にERPを注入し,逆

行性取 り込みの検出されたニューロンの前頭前野

円分布を調べる｡同時に順行性に染まった軸索終

末の分布と比較して,相互間の結合様式を明らか

にする｡

4) 運動野局所神経回路網の機能的構築の研究

松村道一 ･久保田競

亜急性の状態で,サルの皮質運動野から二本の

独立した微小電極により,一つは細胞内から,ち

う一つは細胞外からニューロン活動を記録する｡

ニューロンの自然活動又は薬理学的方法と組合せ,

平均加算法を応用する事によって,二つのニュー

ロン間の距離,層関係から,運動野の構造をハー

ドウェア回路的 ･機能的に明らかにする｡

5) 前頭前野起源の随意運動の発現に関する脳

構造と経路の決定

松波謙一 ･景山節 ･久保田競

〔14C〕デオキシグルコースが,活動中の脳細胞

に取 り込まれる事を利用して,オートラジオグラ

フにより,随意運動に際して,脳のどの部位が特

異的に活動しているかを調べる｡この為に,サル

を静止状態 (コントロール),単純な反故迅臥

前頭葉性の随意運動をする各群に分け,各々の群

における 〔14C〕デオキシグルコースの取 り込み

の違いから,単純な運動と前頭葉性の随意迎動に

際しての脳の働きの違いを明らかにする｡

6) 橋核 ･下オリーブ核の機能の解析

松 波 誹 -

慢性ザルの実験で,橋核 ･下オリーブ核ニュー

ロンの活動を記録し,これを運動との対応関係を

調べる事により, この神経核が,運動のコントロ

ールにどのように関与しているかを明らかにし,

更には,大脳一小脳の機能連関上,これらの核が

どのような役割をはたしているかを考窮する｡
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1)松村道- :運動野錐体路細胞に皮質内局所的

にItiシナプス結合しているニューロンの分布

について｡第6回神経科学学術袋会 (1983).

2) J.Liu,久保田弟 :温皮,痛み刺激に反応す

るサル前頭前野ニューロン活動について,節

6回神経科学学術班会 (1983)0

3)松波謙一.久保口践 :遅延反応と 〔14C〕-2

1-Jeoxy.d･glucose (2-DG)の脳内取 り込

み部位.耶6回神経科学学術雄会 (1983)｡
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心 理 研 究 部 門

室伏杓子 ･浅野俊夫

小嶋祥三 ･松沢FT郎

研 究 概 要

1) チンパンジーの人工語の習得t)

宝伏靖子 ･浅野俊夫

小嶋祥三 ･松沢哲郎

図形言刑こよる物体名,色名,数に加えて.実験

者およびチシバンジーの田布名詞を訓練し,各椛

の名詞の特徴と関係が,砧次の概念形成の視点か

ら分析された｡

2)詔長現乳幼児の認知均flBの発通

宝,:伏耶子 ･松沢哲郎

チンパンジーとニホンザルを主たる対象として,

出生直後からの知覚 ･認知機能の･間道を身体 ･運

動 ･生理的な発達と関連させて硯訳した｡

3) ニホンザルの鎌田場面におけるオペラント

行動の控和と伝柿2)

践 野 俊 夫

本研究所円の放飼切の内部に,パネルを押すと

大豆での食物が捉示される自動給餌装置を設置し,

この新しい食物入手方法が群れの中に定着する過

程を観察し,習和過程やその後の維持反応と社会

的順位などとの関係を分析している｡

4) オペラント強化の性質に関する実験的研究

浅 野 俊 夫

主としてニホンザルの摂食行動をとりあげ,摂

食スケジュールがオペラント行動の強化にどのJ:

うに関与するのかを,近年のエコロジー的視点と

環境適応における行動の配分 (行動紐折)という

観点から分析する｡

1) 久保田戎 (神経生EI!部門),長Fiii't(京

大工学部),神Fii昭椛 (筑壮大現代言LTi現代

文化学系)との共同研死

2) 樋口我治 (愛知大 ･学振流鋤研死fl)と

の共同研究
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